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沿 革

【設置の目的】

家畜の疾病診断及び家畜の保健衛生に関する試験研究

◆昭和３８年８月
出雲市塩冶町に島根県立家畜衛生研究所として創設

業務科・研究科を置き、大田市三瓶町に三瓶試験地を設置

◆昭和４２年８月
三瓶試験地が県立三瓶牧場となり科制を廃止

細菌研究室・病理研究室・生化学研究室を設置

◆昭和４７年４月
細菌・病理・ウイルス・生化学の４検査室に改組

◆昭和５３年１１月
出雲市神西沖町の現庁舎に移転

◆平成１５年４月

死亡牛BSE検査の実施のため解剖棟を新設

◆平成１８年４月
組織改編により農畜産振興課 家畜病性鑑定室に改組

◆平成２２年４月

組織改編により食料安全推進課 家畜病性鑑定室に改称

◆平成２７年４月
組織改編により畜産課 家畜病性鑑定室に改称

◆令和 ２年４月
組織改編により農畜産課 家畜病性鑑定室に改称

三瓶山

解剖棟

組 織

農畜産課長

家畜病性鑑定室長

県庁（松江市）

ウイルス検査担当 2名

細菌検査担当 1名

生化学検査担当 1名

病理検査担当 1名



業 務

１ 病性鑑定

◆病性鑑定の流れ

家畜に病気が発生した場合、家畜保健衛生所が病気の原因検査を行いますが、当室において

はさらに高度な精密検査を実施します。これらの検査成績に基づいて、家畜保健衛生所では、確

定診断を行い、衛生指導等を行っています。

◆過去５年間の病性鑑定実績

病性鑑定依頼件数

年度 乳用牛 肉用牛 豚 鶏 (野鳥含む) その他 合計

H29
H30
R01
R02
R03

702
668
426
366
343

483
609
616
641
481

9
11
15
9
19

89
88
72
71
68

43
41
50
34
35

1,326
1,417
1,179
1,121
946

病性鑑定依頼検体数

年度 乳用牛 肉用牛 豚 鶏 (野鳥含む) その他 合計

H29
H30
R01
R02
R03

3,924
3,083
3,430
3,193
4,018

3,425
2,768
4,262
4,046
2,221

141
130
319
225
295

6,721
6,301
6,114
5,693
5,674

271
645
497
138
113

14,482
12,927
14,622
13,295
12,321

家畜の疾病発生動向の把握と防疫の円滑な推進を図るため、家畜の監視伝染病等の最終判定

を行うとともに、必要に応じて農場への立入検査等を実施します。

農場

家畜の病気

家畜保健衛生所

病気の 原因検査

・疫学調査
・一般血液検査
・病理解剖
・細菌分離検査
・寄生虫検査
・抗体検査

家畜病性鑑定室

病気の 精密検査

・細菌分離同定検査

・病理組織検査
・ウイルス分離同定検査

・免疫学的検査

・生化学的検査

・抗体検査

・動物接種試験

・水質検査
診療獣医師

依頼 依頼

確定診断

指導

農場

家畜の病気

家畜保健衛生所

病気の 原因検査

・疫学調査
・一般血液検査
・病理解剖
・細菌分離検査
・寄生虫検査
・抗体検査

病気の 原因検査

・疫学調査
・一般血液検査
・病理解剖
・細菌分離検査
・寄生虫検査
・抗体検査

家畜病性鑑定室

病気の 精密検査

・細菌分離同定検査

・病理組織検査
・ウイルス分離同定検査

・免疫学的検査

・生化学的検査

・抗体検査

・動物接種試験

・水質検査

病気の 精密検査

・細菌分離同定検査

・病理組織検査
・ウイルス分離同定検査

・免疫学的検査

・生化学的検査

・抗体検査

・動物接種試験

・水質検査診療獣医師

治療

確定診断

回答指導



３ BSE検査

BSE特別措置法に基づき、９６か月齢以上の死亡牛全頭のBSE検査を実施しています。

◆BSE検査の流れ（R4.4.1現在）

２ 試験研究

◆試験研究の基本的推進方向

１ 重要感染症の診断及び防疫対策の向上

２ 日和見感染症や生産病等の診断及び予防対策の向上

３ 家畜衛生の推進及び畜産物の安全性の確保

◆試験研究の概要

１ 「畜産農場における生産性阻害要因に関する広域ｻｰﾍﾞｲﾗﾝｽ」（H30～R04年度）
目的： 畜産農場における生産性阻害要因に関するｻｰﾍﾞｲﾗﾝｽを行い、基礎的ﾃﾞｰﾀを収集す

る。ﾃﾞｰﾀの蓄積により、予防的対応や的確な衛生対策を可能とする。

２ 「牛マイコプラズマ乳房炎対策手法の検討」（R03～R05年度）

目的： 酪農場に甚大な経済的損失を招く牛マイコプラズマ乳房炎について、新たな検査方法
を確立し、判定までに要する時間を短縮することで農場における蔓延防止を図る。

により死亡牛を輸送
死亡牛の延髄を採材

化製業者の運搬車に積載
病性鑑定室の冷凍庫で
一時保管

化製場処理

地域協議会が冷凍車

（農場→病鑑室）

病鑑室解剖棟に搬入

陰性牛：搬出許可

ELISA検査

判 定陰性牛は搬出許可

陽性牛
焼却

病性鑑定が必要な
牛は検査後に焼却

◆BSE検査実績 （過去 10年間） 全例陰性

年度 H24      H25      H26      H27      H28      H29    H30 R01 R02 R03 計

検査頭数 788 706 647       450      477       510      480 179 153 143 4,533

対象月齢 ： 24か月齢以上 48か月齢以上 96か月齢以上



５ その他の検査

６ 成果の公表

４ 主な調査事業

◆畜産技術者及び生産者への技術情報の提供（研修会、HPなど）

◆専門学会等における研究発表

◆専門学術雑誌等への投稿掲載

畜産施設等からの排水の水質検査を実施

◆家畜伝染病予防事業

◆家畜衛生対策事業

鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ検査

高速液体クロマトグラフィー
による生化学検査

実験感染豚の豚熱ｳｲﾙｽ感
染扁桃FA像

１ 全国サーベイランス(発生予察）

ｱｶﾊﾞﾈ病・ｱｲﾉｳｲﾙｽ感染症・ﾁｭｳｻﾞﾝ病・ｲﾊﾞﾗｷ病・牛流行熱

県内 7５頭のおとり牛の年４回の追跡調査

２ 豚熱等の浸潤状況サーベイランス

イノシシＰＣＲ検査 R３年度 ２８７頭

豚熱抗体検査 R３年度 ２６３頭

３ 高病原性鳥インフルエンザのモニタリング検査

県内 1,000羽以上の飼養農家で特定防疫指針に基づき抽出検査

R03年度検査例数 ： ５，５８０検体

４ ヨーネ病検査（家伝法5条、清浄性確認及び移動・導入牛検査）

R03年度検査例数 ： ２，４２７検体

１ 動物医薬品危機管理対策事業

薬剤耐性菌の発現状況検査 （サルモネラ、黄色ブドウ球菌）

２ しまね和牛肉品質向上対策事業

肥育牛のビタミン検査（血清中ビタミンＡ・Ｅ）



施設見取図

周辺地図および交通案内
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